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１．はじめに 

ホームページのタイプとして静的なものと動的なものがある。静的なページはサイト訪問者がブラウ

ザを介してサイトにコンテンツファイルを要求すると、Web サーバーが要求されたコンテンツを返すこ

とで情報を閲覧できる仕組みになっている。そして、この静的なページの特徴としてサーバーから送ら

れてきた情報に変化が起こらない（起こすことが出来ない）ということにある。これに対して動的なペ

ージはユーザーのマウスの操作や時間の経過でコンテンツの表示内容が変化するものをいう。 

静的なページは HTML や XML で構成されており、時間の経過とともに文字が上下左右にスクロール

する HTML の Marquee タグ（Internet Explore 独自仕様）、文字装飾やページレイアウトで用いる CSS

（Cascading Style Sheets）にも指定箇所にカーソルを置くと文字色が変化するなど限定的であるが動的な

仕様のものもあるが基本的に HTML、XML や CSS で動的な動きを出すことはできない。 

サイトを構築する際、目的により静的なコンテンツで十分な場合もあるが、動的なコンテンツにする

ことでより表現力を豊かにしたり、また、より便利なサイトにすることもできる。動的な動きを加える

プログラム言語は多数存在するが、今回、JavaScript と DOM を活用した例を紹介する。 

 

２．JavaScript、DOMとは 

２．１．JavaScript 

JavaScript はサーバー側で実行されるサーバサイドスクリプトとして使用されることもあるが、クラ

イアント側の Web ブラウザで実行されるクライアントサイドスクリプトとして使用されるのが一般的

である。JavaScript をクライアントサイドスクリプトとして使用すると、クライアント PC に負担をかけ

ることになるが、Web ブラウザで実行されるということから OS に依存せず、テキストエディタと Web

ブラウザさえあれば、手軽にプログラムの作成および動作テストをすることができるというメリットが

ある。 

 

２．２．DOM 

 Document Object Model（DOM）は HTML文書や XML文書をスクリプトやプログラム言語から利用する

ための Web標準に準拠した仕組みであり、特定のプログラミング言語を対象としてものではない。DOM

を利用することでタグの要素や属性を読み込んでコントロールしたり、新たな要素の作成やコピーをす

ることができるため、さまざまな機能を追加することができる。しかし、CSS でのサイト製作が主流に

なる以前のテーブルレイアウトについてはレイアウトのほとんどを table 要素で作成されているため、

DOM を用いた要素のコントロールは難しくなる。 

 

３．JavaScript、DOMの活用例 

３．１．文字サイズの変更 

図１～３は大、中、小の文字をクリックすることで文字サイズを簡単に大きくしたり小さくしたりで

きるというものである。文字サイズが違う３種類の CSS ファイルを用意し、大、中、小のリンクをクリ

ックすると大、中、小の各ファイル名を引数として href の”リンク先”の箇所を書き換える。書き換え

を行うための link 要素の取り込みは DOM の document.getElementById(“css”)を使用した。 

 

<link id="css" rel="stylesheet" href="リンク先" type="text/css" /> 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．２．複数のリストをタブ形式で表示する 

同種のページが複数ある場合、HTML のみで表示しようとすると、１つのページの下にならべて表示

させる方法は画面を上下に移動させて閲覧しなくてはならないため、閲覧者に手間をかける。また、図

４のようなページをページ毎に複数用意する方法もあるが、更新するときに複数のファイルを更新する

必要がでてくる可能性があり、メンテナンス面で管理者側に更新の手間が発生する。これに対して

JavaScript、DOM を用いることで図４のようにタブ形式でリストを表示できるようにすると、同じペ

ージの同じスペースにタブの内容を表示できるようになり前述の手間がかからなくなる。 

 スクリプトとしては document.getElementById(“すべてのリストの ID”).style.display = “none”;を適用す

ることですべてのリストを非表示にし、最初に表示させたいリストについては右辺を”none”から””に上

書きしてリストを表示させる。また、この命令は window.onload でページが読み込まれたときに動作す

るようにしておく。その後、各リストのタブがクリックされるとクリックされたリストは””、それ以外

のリストについては”none”に設定することでクリックされたリストに順次切り替わって表示される。タ

ブをクリックしたときにタブの画像を変更するスクリプトについては、DOM の className を用いて各

リストの class の名前を作成し、タブがクリックされるとクリックされた class 名の画像に切り替えて表

示させるようにする。 

また、図５のようにもしブラウザの環境として JavaScript がオフになっている場合でも情報が欠ける

ことがないように１つのページに一覧として表示されるようになっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

図４．タブ形式のリスト（JavaScript オンの場合） 

 

図１．文字「大」を 

クリックした場合 

図２．文字「中」を 

クリックした場合 

図３．文字「小」を 

クリックした場合 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．最後に 

今回紹介した活用例以外にもカーソルを文字や画像の上にのせると変化が起こるロールオーバーの

機能や日付/時間に応じてメッセージやグラフィックの表示が変更するというもの、そしてこれら以外に

も様々なことを JavaScript で実現することができるが、訪問者にとって利便性の向上を狙って使用する

ことが目的であるため、JavaScript の効果で不快感を与えるページになってしまったり、JavaScript が利

かない状況で反対に利便性を下げてしまうことのないように気を付ける必要がある。 

 

 

「参考図書」 

・ プロとして恥ずかしくない JavaScript の大原則、エムディエヌムック、エムディエヌコーポレーショ

ン 

・ スタイルシート&Web 製作知識とルール総まとめ、エムディエヌムック、エムディエヌコーポレー

ション 

・ JavaScript プログラミング入門、大津真、オーム社 

・ Web クリエイティブのための DOM Scripting、中村享介、毎日コミュニケーションズ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図５．タブ形式のリスト（JavaScript オフの場合） 


